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劇
目
駿
行
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軸
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號
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麟

カ
ン
フ
ゥ
問
題
殊
に
そ
の
陥
落
年
代
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
交
學
博
士

　
　
　
　
　
　
国

　
　
　
　
　
　
　
タ
　
ウ

　
唐
の
中
世
以
後
大
食
人
即
ち
ム
ハ
メ
ッ
ト
敷
徒
は
、
盛

に
南
支
那
の
諸
島
へ
逓
商
し
陀
Q
中
に
寄
カ
ン
フ
ゥ
屡
ザ

き
δ
瓢
の
港
は
、
大
食
人
の
遮
商
に
よ
っ
て
尤
も
繁
昌
を

極
め
π
◎
唐
輪
に
バ
ン
シ
ゥ
ァ
ご
ご
碧
8
｝
§
毎
1
一
唐
末
の

火
賊
黄
集
鷺
¢
選
σ
q
Ω
第
。
の
名
を
勝
つ
彪
i
こ
い
ふ
謀

反
人
が
、
支
那
の
諸
市
を
攻
め
降
し
て
、
カ
ン
フ
ゥ
に
押

　
　
　
第
鴻
爆
　
　
研
究

カ
ン
フ
ウ
問
題
嫌
に
そ
の
隅
落
年
代
に
就
い
て 　

　
　
　
　
　
桑
　
　
原
　
　
騰
　
　
藏

寄
せ
π
隠
、
カ
ン
フ
ゥ
の
城
民
は
頑
彊
の
抵
抗
を
試
み
把

が
、
長
い
攻
國
の
後
ち
、
城
は
遽
に
陥
落
し
た
。
こ
の
時

通
商
の
目
的
で
カ
ン
フ
ゥ
に
濡
在
し
て
居
つ
セ
、
ム
ハ
メ

ツ
ト
敷
徒
、
猫
福
人
、
耶
蘇
敷
徒
、
及
び
舞
火
敷
徒
（
鷺
？

⑱
Φ
⑦
）
を
併
せ
て
、
十
二
萬
人
の
外
尊
人
が
殺
害
さ
れ
た
。

こ
の
事
件
は
同
暦
二
百
六
十
四
年
に
起
り
．
之
が
爲
に
さ

し
も
繁
昌
を
誇
つ
π
カ
ン
フ
ゥ
の
外
國
貿
易
も
爾
後
変
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
　
（
一
）



　
　
　
第
四
懸
　
　
研
究
　
　
力
ン
フ
ウ
闘
題
蘇
に
そ
の
隔
落
年
代
に
就
い
て

し
た
ご
、
西
暦
ナ
琶
紀
の
初
傘
の
ア
ブ
麗
ヂ
エ
イ
ド
諺
げ
。
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

N
①
旨
は
傳
へ
て
居
る
。
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ゲ
コ

　
　
さ
て
こ
の
ガ
ン
フ
ゥ
の
港
を
支
那
の
那
蓬
に
忍
野
す
べ

き
か
は
古
來
異
設
が
あ
っ
て
、
今
日
で
も
依
然
東
洋
皮
上

　
の
一
問
題
だ
る
を
失
は
ぬ
。
今
よ
り
約
二
百
年
前
に
、
始

　
め
て
こ
の
問
題
に
手
を
鯛
れ
陀
ル
ノ
ー
ド
宮
窪
艶
伍
9
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ

之
を
贋
州
に
當
て
セ
が
、
0
そ
の
約
百
年
後
に
出
花
ク
ラ

　
プ
ロ
ー
ト
罎
署
δ
夢
は
、
之
に
反
し
て
カ
ン
フ
ゥ
を
杭

州
に
當
て
π
。
①
こ
の
二
設
の
う
ち
・
西
町
・
は
從
摩
ヵ

．
，
ン
フ
ゥ
杭
州
説
が
有
益
で
、
ン
イ
ノ
！
搾
・
冨
鼠
シ
ュ
ブ

　
レ
ン
ゲ
塾
し
D
箕
。
μ
嶺
巽
ユ
ー
〃
　
K
巳
。
ヲ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ

　
ソ
箆
。
葺
げ
。
叡
訂
ド
ー
ー
フ
ー
ユ
b
①
O
o
＆
¢
等
の
如
き
歴
々

　
の
大
家
は
、
皆
ク
ラ
ゴ
ロ
ー
ト
の
そ
れ
に
賛
同
し
て
居
る

現
時
で
は
ヒ
ル
ト
、
筆
算
『
ペ
ジ
墜
下
③
露
9
な
ご
は
、
カ

　
ン
7
ウ
贋
州
説
に
左
担
し
て
居
る
け
れ
ざ
、
實
ル
ヂ
エ
i

6
9
ゐ
鐸
の
如
き
は
、
依
然
力
．
ソ
フ
ゥ
杭
粥
説
を
固
守
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
之
に
屈
服
せ
澱
。
磁

第
一
號

二
　
（
二
）

　
　
　
　
　
　
ニ

　
カ
ン
フ
ゥ
杭
州
説
の
根
源
は
要
す
る
に
、
左
の
三
黙
に

在
る
ご
思
ふ
〇

一
元
時
代
の
マ
川
コ
H
ボ
ー
ロ
諸
霞
8
娼
。
δ
に
据
る
ご

杭
州
（
○
二
§
ω
ヨ
）
に
近
く
ガ
ム
プ
ウ
O
葬
旨
℃
○
瓢
‘
い
ふ
港
が

あ
っ
て
、
こ
》
に
海
外
の
商
界
輻
襲
し
元
こ
い
ふ
。
こ
の

ガ
ム
プ
ウ
は
銭
轡
江
口
の
激
浦
内
意
嵐
δ
離
の
音
課
で
あ

る
○
こ
の
雲
合
に
於
け
る
k
の
号
音
は
殆
ご
9
に
類
す
る

故
に
、
ガ
ム
プ
ク
の
名
粥
は
激
浦
の
昔
諜
こ
し
て
頗
る
實

際
に
近
い
。
ア
ラ
ブ
（
大
食
）
人
は
P
の
字
を
有
せ
す
、

す
べ
て
F
の
字
を
以
て
P
の
音
に
代
へ
る
を
常
こ
す
る
が

故
に
、
穴
ρ
㌣
℃
ぎ
二
が
誹
っ
て
罎
多
p
8
＝
こ
な
つ
π
の

で
あ
る
。
唐
代
の
カ
ン
フ
ゥ
は
畢
覧
緻
浦
で
あ
っ
て
、
更

に
こ
の
澱
浦
を
附
薦
港
こ
し
て
居
る
杭
州
を
指
さ
ね
ば
な

　
　
　

ら
ぬ
。
o

ゴ，

ｼ
暦
十
四
世
紀
の
初
め
の
ア
ブ
ゥ
川
躍
フ
ェ
ダ
ー
〉
σ
－

く
。
巳
竃
轟
の
地
理
書
に
、
カ
ン
サ
ー
鴻
『
峯
。
，
診
｛
名
カ
ン



ク
ゥ
囚
冨
3
呂
ご
明
記
し
て
あ
る
。
カ
ン
ク
ゆ
は
勿
論

カ
ン
フ
ゥ
の
誤
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
○
カ
ソ
サ
ー
ご
は

南
宋
蒙
古
時
代
を
通
じ
て
杭
州
に
輿
へ
ら
れ
π
名
四
で
あ

る
○
ア
ブ
ゥ
川
H
フ
鵬
ダ
ー
に
糠
れ
ば
、
必
然
的
に
カ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

フ
ゥ
も
亦
杭
州
ご
認
め
ね
ば
な
ち
沁
O
G

ヨ
支
那
の
歴
史
に
櫨
る
ご
、
黄
巣
の
離
岸
が
杭
州
を
隔
れ

泥
の
が
僖
宗
の
乾
符
五
年
、
同
暦
二
六
四
“
西
暦
八
七
八
）

で
、
廣
州
を
陥
れ
托
の
が
、
そ
の
盤
乾
符
六
年
〔
綱
暦
二

六
五
艮
・
西
暦
八
七
九
Y
で
め
む
。
．
然
る
に
一
方
ア
ブ
汁
ヂ

エ
イ
ド
は
、
カ
ン
フ
ゥ
の
陪
落
を
陶
暦
二
百
六
十
四
年
ε

言
明
せ
る
以
上
，
カ
ン
フ
ゥ
は
呈
非
こ
も
杭
州
で
な
け
ね

ば
な
ら
ゐ
。
ク
ラ
ブ
ロ
ー
ト
は
實
に
霞
め
如
く
述
べ
て
居

る
○
　
　
ア
ブ
U
ヂ
ェ
イ
ド
は
黄
…
巣
の
カ
ン
フ
ゥ
攻
撃
を
弓
隠

　
　
二
百
六
十
四
年
に
繋
げ
詑
。
こ
の
年
は
〔
西
暦
に
換

　
　
算
す
る
ざ
〕
八
百
∵
七
十
七
年
の
九
月
・
†
二
総
に
携
ま

　
　
り
、
八
百
七
十
八
年
の
九
月
一
日
に
終
る
。
支
那
の

第
四
奮
　
　
厨
究
　
　
カ
ン
フ
ウ
問
題
蘇
に
そ
の
隅
落
年
代
に
就
い
て

　
　
記
録
に
櫨
…
る
ご
、
杭
州
府
の
陥
…
落
、
從
っ
て
〔
杭
州

　
　
に
近
き
〕
緻
浦
乱
舞
立
6
ζ
の
墜
落
は
正
に
八
百
七
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
八
年
に
嘗
っ
て
居
る
。
σ

　
　
　
　
　
　
留
幽

．
，
上
述
の
カ
ン
フ
ゥ
杭
州
説
の
三
根
慷
の
申
で
、
第
　
第

二
の
論
慷
は
薄
弱
で
、
殆
ざ
反
駁
を
加
へ
る
程
の
儂
値
が

な
い
○

・
↓
マ
ル
コ
昭
ボ
ー
笥
の
ガ
ム
ブ
ゥ
叉
は
ガ
ン
プ
ウ
O
鎚
回
℃
訂

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ノ

は
撒
浦
（
漸
悟
）
で
，
ア
ブ
“
ヂ
ェ
イ
ド
　
の
カ
ン
フ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

屡
影
p
a
江
は
廣
府
（
贋
束
）
一
廣
州
は
都
督
府
の
駈
在
地

で
、
叉
帥
（
節
度
便
）
府
の
研
在
地
で
め
る
か
ら
、
唐
宋
時

代
に
か
け
て
廣
府
こ
も
呼
ば
れ
把
1
で
あ
る
。
こ
の
爾

者
は
全
然
廠
別
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
贋
府
（
贋
州
）
は
唐

代
は
勿
論
、
蓬
か
そ
の
以
前
か
ら
海
外
貿
易
港
こ
し
て
開

か
れ
て
居
つ
π
が
、
底
積
ハ
杭
州
｝
は
朱
時
代
に
開
港
さ
れ

　
　
　
　
　
ラ

π
も
の
で
、
⑯
唐
代
か
ら
こ
〉
に
外
國
の
商
舶
が
出
入
し

セ
か
は
．
大
な
る
疑
問
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
三
　
（
三
）



第
四
管
　
　
研
究
　
　
カ
ン
フ
ウ
問
題
薇
に
そ
の
隅
落
年
代
に
温
い
て

第
一
撃

瞳
　
（
四
）

コ
ア
プ
多
些
エ
ダ
あ
地
理
書
は
言
種
霧
料
を
い
ふ
ペ
リ
ォ
の
所
設
は
ま
だ
臨
接
蟹
の
機
を
得
ぬ
午

ビ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
い
　
ミ
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ハ
　
　
ゆ
　
　
き
　
　
　
り
　
　
　
　
ゆ
の
　
　
み
　
　
ず
　
　
　
　
　
　
り
　
ぬ
　

随
分
無
責
任
に
蒐
録
し
π
も
の
で
，
そ
の
記
事
に
は
矛
贋
　
も
、
從
來
之
に
封
し
て
何
等
有
効
な
る
反
駁
を
得
加
へ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

が
砂
く
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
π
襟
で
め
る
。

現
に
問
題
の
カ
ン
ク
ゥ
即
ち
カ
ン
フ
ゥ
の
所
在
に
關
し
て
　
　
吾
が
國
の
東
洋
訳
者
ぽ
故
那
珂
醇
士
－
博
士
は
終
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

も
、
彼
の
記
事
に
は
明
白
な
矛
盾
が
あ
る
。
彼
は
支
那
の
　
ヵ
ソ
フ
ゥ
轍
浦
説
を
固
執
さ
れ
π
o
⑱
一
を
除
き
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

都
市
を
紹
介
す
る
に
當
っ
て
、
南
ご
北
に
二
個
の
カ
ン
ク
　
抵
カ
ン
フ
ゥ
慶
州
説
に
賛
伺
を
表
し
て
居
る
。
併
し
漱
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
り
　
　
　
　
ゆ
　
　
ハ
　
　
み
　
　
ぽ
　
　
ハ
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
き
　
　
ゆ
　
　
　
へ
　
み
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
ゆ

ウ
を
開
刻
し
て
居
る
ゆ
即
ち
第
　
番
昌
の
都
市
こ
し
て
は
　
の
學
者
嗣
様
，
誰
人
も
未
だ
曾
て
正
衝
よ
リ
カ
ン
フ
ゥ
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
お
　
　
ゆ
　
　
ぽ
り
　
　
　
　
の
　
　
み
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
レ
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
ミ
　
　
　
ゐ
　
　
　

纏
度
百
六
十
度
、
緯
度
十
四
度
の
カ
ン
ク
ゥ
（
正
し
く
は
　
落
ψ
奪
代
一
關
す
る
ク
ラ
ゾ
ロ
ー
ト
の
主
張
に
駁
撃
を
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
ぽ
　
ゆ
　
ゆ
　
　
ロ
き

カ
ン
フ
ゥ
）
を
畢
げ
、
第
五
番
目
に
問
題
の
藁
蓑
百
六
十
み
元
者
が
な
い
〇

四
度
四
十
分
、
緯
度
二
十
三
度
年
の
カ
ソ
ず
i
一
名
カ
ン
　
吾
が
輩
の
知
れ
る
限
り
に
予
て
、
東
西
の
學
者
の
中
で
、

ク
ゥ
を
暴
げ
て
居
る
。
①
さ
れ
ば
か
》
る
曖
昧
な
記
事
を
　
多
少
な
り
こ
も
、
こ
の
カ
ン
フ
ゥ
首
落
の
年
代
問
題
に
手

根
盤
こ
し
て
、
ア
ブ
纏
ヂ
瓢
イ
ギ
の
カ
ソ
フ
ゥ
を
杭
州
ご
一
を
欄
れ
た
の
は
、
坪
井
博
士
ご
石
橋
（
五
郎
〉
鱈
の
二
人
か

断
ず
る
こ
ご
は
出
來
濾
、
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
思
ふ
・
石
橋
君
は
勿
論
カ
ン
ソ
ゥ
惚
顔
説
を
執
ら
る
〉

ヘ
ノ三
π
い
第
三
の
理
由
こ
そ
、
實
に
カ
ン
フ
ゥ
杭
州
説
に
ご
　
の
で
あ
る
が
、
ア
ブ
ー
ー
ヂ
ェ
イ
ド
新
傳
の
年
代
を
間
違
ご

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
ぽ
　
　
　
ゆ
ま

っ
て
の
堅
城
鐵
壁
こ
も
い
ふ
べ
き
根
擦
で
、
カ
ン
フ
ウ
慶
認
め
て
、
・
左
の
如
き
説
明
を
下
さ
れ
て
居
る
Q
・

　
　
　
ゆ
　
　
き
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
き
　
　
ぽ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ

要
説
を
主
張
す
る
隊
米
の
學
満
一
千
九
百
四
年
の
．
『
佛
　
　
〔
ア
ブ
H
ヂ
エ
イ
ド
の
所
傳
に
は
〕
｝
由
讐
ω
畠
。
舞
（
黄
集
）

國
東
洋
無
点
報
告
』
炉
b
弓
男
国
9
に
登
表
さ
れ
陀
ε
　
　
　
の
カ
ン
フ
を
階
れ
し
疇
を
、
陶
暦
二
百
六
十
四
年



へ

　
　
こ
せ
り
。
然
る
に
此
年
は
西
麿
八
百
七
十
七
年
よ
り

　
　
八
百
七
十
八
年
に
跨
り
、
唐
の
乾
符
四
年
八
月
よ
h
・

　
　
同
五
年
七
月
に
亘
る
も
の
な
り
（
三
正
綜
覧
）
◎
然
る

　
　
に
唐
馬
外
蓋
昏
ホ
太
一
紀
、
若
凸
量
ハ
傳
に
よ
れ
ば
．
㍑
果
轍
果
が
膚
ハ

　
　
州
を
牌
旧
れ
し
時
は
、
黒
影
ム
ハ
年
五
月
に
・
の
り
〇
一
謀
れ

　
〔
ア
ブ
ー
ー
ヂ
エ
イ
ー
3
の
所
傳
に
〕
合
は
す
て
乾
符
五
年

　
　
に
は
、
黄
巣
が
杭
州
に
憲
せ
し
蒔
な
れ
ば
、
此
勲
よ

　
　
り
見
れ
ば
、
カ
ン
フ
を
杭
州
こ
す
る
方
響
當
な
る

　
　
べ
し
◎
〔
さ
れ
ざ
吾
人
の
所
見
に
よ
れ
ば
〕
こ
の
記
事

　
　
あ
る
部
分
は
、
愚
書
の
著
者
〔
ア
ブ
ー
ヂ
エ
イ
ド
〕

　
　
が
、
国
9
竃
珍
9
こ
い
へ
る
商
人
よ
り
聞
き
し
話

　
　
な
れ
ば
、
黄
桑
の
凱
の
年
代
上
．
一
年
の
差
の
如
き

　
　
は
、
フ
ハ
ブ
が
記
憶
の
誤
か
、
或
は
〔
ア
ブ
ー
ー
ヂ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
イ
ド
〕
の
傳
聞
の
誤
な
る
べ
し
門
④

　
坪
井
博
士
の
所
説
も
衡
量
石
橋
濤
の
そ
れ
ご
同
一
で
、

結
託
が
廣
州
を
忍
ん
だ
の
は
、
乾
僑
六
年
三
月
以
後
で
あ

る
か
ら
、
ヘ
ヂ
ラ
紀
元
（
岡
暦
）
で
二
百
六
十
五
年
の
第
入

　
　
　
第
四
巻
　
　
研
究

カ
ン
フ
ウ
問
題
蘇
に
そ
の
紹
…
落
年
代
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

月
以
後
で
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
ア
ラ
ビ
ア
人
の
見

聞
録
な
ご
に
二
百
六
十
四
年
ご
あ
る
は
、
多
分
傳
聞
の
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

な
ら
ん
ご
申
さ
れ
て
居
る
ぐ
㊥

難
此
の
如
き
冷
艶
も
一
種
の
見
方
か
ご
思
ふ
が
、
翻
っ
て

一
考
す
る
ご
、
黄
蝶
の
賊
の
横
行
、
之
に
俘
ふ
カ
ン
フ
ゥ

の
階
落
及
び
虐
殺
は
、
當
時
の
外
國
貿
易
に
痛
切
な
る
悪

影
響
を
輿
へ
髭
○
賊
乱
が
桑
樹
を
濫
伐
し
だ
爲
め
、
東
南

地
方
の
養
鐡
の
業
衰
微
し
て
、
i
『
懲
唐
書
』
僖
宗
本
紀

に
、
贋
朋
元
年
（
西
暦
八
入
○
）
正
月
元
旦
の
制
を
載
せ
て

お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

東
南
漏
斗
漉
賊
之
庭
。
農
桑
央
レ
業
。
耕
種
不
レ
時
。
就
中
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

州
、
荊
南
，
湖
栴
“
盗
賊
留
駐
。
人
戸
逃
亡
、
傷
夷
最
甚

ご
あ
る
一
考
時
の
貿
易
の
太
宗
で
あ
っ
旋
絹
布
の
購
賃

が
出
寒
濾
。
之
に
撫
ふ
る
に
圏
内
の
秋
序
繁
れ
て
，
生
命

財
葦
の
緑
発
も
望
み
難
く
な
つ
沈
か
ら
、
カ
ン
フ
ゥ
在
往

の
多
数
の
外
藩
商
人
は
暴
げ
て
支
那
を
引
解
つ
把
。
爾
後

聯獅

¥
年
欄
、
外
國
の
商
舶
は
全
く
カ
ン
フ
ゥ
へ
立
ち
寄
ら

露
ξ
癒
つ
ξ
い
ふ
商
兎
に
角
勲
鄭
聖
藍
漕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
第
　
一
號
　
　
　
　
五
　
（
五
）



　
　
．
第
糊
巻
　
　
研
究

難
灘
欝
響
鐸
騨
齢
螺
禦
鞭

ゼ
、
は
信
じ
難
い
。
ア
ブ
ー
ー
ヂ
皿
柔
ド
ご
洞
時
代
の
了
ス
ー
、

ヂ
嵐
碧
薯
島
の
記
録
に
も
亦
こ
の
事
件
を
載
せ
て
・
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暦
二
百
六
十
四
年
の
こ
ご
、
朋
記
し
て
あ
る
（
僻
　
マ
ス
ー

チ
は
ア
ブ
腎
ヂ
ェ
雀
ド
ご
相
識
の
間
柄
故
、
彼
の
記
事
は

畢
莞
筒
八
一
の
n
材
料
を
下
座
へ
だ
も
の
こ
も
考
へ
ら
る
、
が
、

そ
の
賓
マ
’
ス
ー
ヂ
自
身
親
し
く
支
那
に
四
光
こ
た
標
で
あ

る
か
ら
、
⑬
苦
し
假
に
こ
の
同
割
二
百
六
十
四
年
目
い
ふ

年
代
が
間
違
っ
て
居
陀
ら
、
彼
は
之
を
訂
遇
す
べ
き
幾
多

の
便
意
を
持
っ
た
讐
で
あ
る
。
之
に
關
せ
す
、
彼
も
亦
、

ア
．
！
蒔
ヂ
ェ
イ
ド
同
…
糠
の
年
代
を
記
載
す
る
以
上
．
こ
の

年
代
に
饗
し
て
相
當
の
信
用
を
澱
か
ね
ば
な
ら
ぬ
．
。
蹴
な

る
想
像
に
よ
っ
て
、
之
を
誤
謬
ご
断
ず
る
の
は
聯
か
早
計

の
庶
蝋
あ
り
ご
思
ふ
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
み

凄
討
”
錐
諮
詳
鶉
霧
讐
の
駿
は
、
．
含

に
至
る
ま
で
未
だ
有
効
に
反
駁
さ
れ
て
居
ら
ぬ
　
カ
ン
フ

カ
ソ
フ
ウ
聞
題
殊
に
そ
の
照
落
年
代
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
第
　
一
　
勲
馴
　
　
　
　
　
繭
ハ
　
（
山
ハ
）

ウ
野
州
説
を
主
張
す
る
學
者
も
、
ク
ラ
ブ
質
i
ト
の
こ
の

議
諭
に
蒼
し
て
、
正
百
ま
り
反
劉
す
る
こ
ご
を
躍
躇
す
る

有
標
で
あ
る
○
勿
論
ク
ラ
ブ
”
一
生
の
議
論
の
是
非
如
何

に
拘
ら
す
、
之
ご
猫
臥
し
て
カ
ン
フ
ゥ
贋
州
説
が
成
立
せ

ぬ
で
は
な
い
◎
唐
時
代
の
支
那
の
記
録
ご
、
同
蒔
代
の
ム

　
ハ
メ
ジ
ト
敏
徒
の
記
録
を
劃
照
比
較
す
る
時
は
、
殆
ざ
必

然
的
に
カ
ン
フ
ゥ
福
町
説
を
承
灘
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ε

思
ふ
。
さ
れ
ざ
ク
ラ
ブ
・
ー
ト
の
議
論
を
そ
の
儀
に
鰍
過

す
る
こ
ご
は
、
折
角
の
カ
ン
フ
ゥ
廣
論
説
に
ご
り
て
、
九

回
の
功
を
一
輸
し
歓
く
様
の
遺
嫉
が
な
い
で
，
は
な
い
＾
、

　
カ
ン
フ
ゥ
廣
州
説
が
か
、
る
歌
態
に
在
る
原
因
は
、
畢

竜
支
那
記
録
の
紀
年
f
詳
，
署
す
れ
ば
許
斐
五
年
の
杭
州

陥
…
落
、
慨
則
六
年
の
廣
州
陥
落
一
を
絶
樹
に
信
慧
可
る

ぎ
か
ら
ご
思
ふ
。
成
程
一
部
の
支
那
記
録
。
例
へ
ば
か
メ
る

蕩
合
に
、
尤
も
普
通
に
引
用
さ
れ
る
『
新
麿
書
』
の
懐
宗
本

’
紀
を
画
見
る
ご
、

　
　
乾
符
五
年
八
月
黄
巣
陥
二
杭
州
幻



瞬

『
蔭

膚

書
』

『
薪

麿

書
』

次
／
僖
宗
本
塵

興
集
鯵
　
盧
、
携
傳
・
高
麟
傳
繕
宗
本
紀

乾
符

五
　
年

三
月
鉾
凝
之
衆
再
攻

　
　
　
　
　
　
　
二

江
幽
6
経
皮
、
吉
、
饒
、

　
　
一
二

倍
等
翔
。
勲
寛
甥
渡

　
　
州
　
　
二
　
　
　
一
レ

江
つ
由
藩
束
（
中
暑
）

　
　
二
　
　
一

壷
肉
洞
。
（
中
馨
）
趨

二
　
　
一
　
　
　
　
　
　
二

建
州
。
途
隅
閲
中
諸

　
一
　
　
　
嵩

H
O

タ
　
一

黄
集
照
荊
南
江
西
外

　
　
二

郷
、
野
冊
、
告
、
饒
、
信

等
州
。
自
漸
棄
隔
鵜

　
一
　
　
二
　
　
一

　
　
　
　
　
　
二

建
。
麗
日
夕
闇
照
廣

回
　
　
　
＝
　
　
綱
二

州
。
殺
飾
度
使
李
樹
n

一
　
二
　
　
　
　
　
　
一

議
蕪
骨
。
求
働
鐡
。

　
　
　
　
二
　
　
一

八
月
黄
集
暇
杭
娼
〇

　
　
　
　
一
吋
　
　
幽

九
月
黄
灘
註
解
越
剛
Q

　
　
　
　
二
　
　
扁

†
ご
月
黄
牛
隅
輻
弼

　
　
　
　
　
二
　
　
　
一

黄
　
巣
　
鱒

『
資
輪
蓬
鰻
』

『
五
代
史
寵
隔

南
漢
世
家

ゆ
　
　
　
　
鋤

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

『
雲
集
鵬
泌
考
娠
　
　
『
績
寳
蓮
簸
臨

“

三
月
黄
集
引
兵
渡
黄
業
政
被
讃
州
。

　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
一

江
。
攻
隅
慶
、
音
、
饒

レ
　
　
　
ぷ

信
唐
戸
。

　
　
一

七
月
蟻
集
攻
劉
編
緯

　
　
　
　
二

諸
州
ら

　
一
十
二
月
黄
業
照
編
州

　
　
　
　
　
二
　
　
一

二
月
〔
黄
輿
〕
隔
、
慶
、

　
　
　
　
　
ニ

吉
、
饒
、
信
等
弼
Q

　
　
　
　
　
漏

七
月
〔
黄
）
璽
勉
宣
州

　
　
　
　
　
二
　
　
一

寸
克
。
乃
募
兵
入
漸

レ
　
　
　
　
　
レ
　
　
ニ

東
6
開
由
路
士
百
里
。

一
　
二
　
　
一

周
鶉
蔵
建
諸
弼
〇

二
　
　
　
　
　
　
　
輔

十
月
隔
輻
州
。

　
　
二
　
　
一

　
　
　
無
月
費
巣
照
桂
管
O

　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
｝

　
　
　
五
月
賊
團
廣
州
ハ
申

　
　
　
　
　
　
二
　
　
一

　
　
　
暑
V
黄
墨
隈
慶
州
大

乾
符
悪
書
瓢
巴

　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
一

六
　
年

e

冬
〔
高
騒
）
三
位
油
絞
五
月
黄
業
階
騰
州
執
蕊
月
賊
瞼
紅
西
（
中
正
月
黄
獲
趨
廣
南
。

　
　
　
　
レ
ニ
㎝
ニ
ニ
一
二
」

　
　
　
　
　
　
　
　
徽
鐘
堂
濫
館
度
使
立
脇
）
二
選
由
開
滋
七
五
丹
黄
梁
上
表
求
天

鰐
箆
、
揚
音
大
都
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

府
長
竿
、
潅
南
笛
度
遙
。
　
　
　
　
　
　
百
里
。
薩
趨
建
州
（
串
第
三
度
使
。

　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
一
　
戸
　
　
　
　
　
　
一

瞬
使
知
節
度
事
。
（
中
　
　
　
　
　
　
　
　
暑
）
圃
編
州
（
康
暑
）
九
月
黄
集
愈
攻
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
鯛
　
　
一

襲
）
既
而
黄
業
賊
合
　
　
　
　
　
　
　
　
照
娃
管
。
遮
単
勝
州
。
州
。
卵
“
照
之
。

　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
桝
一
レ

仙
芝
淺
窯
。
復
照
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
〔
黄
瑛
〕
自
桂
州

　
　
　
一
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
一

爾
漸
西
弼
耶
。
（
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
曇
藷
湘
菰
奪

響
）
櫨
慶
州
求
天
弔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抵
潭
州
城
下
。

　
　
二
　
　
一
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
一

鑓
鐡
。

　
一

正
藤
高
騒
謎
將
撃
黄

　
　
　
　
レ
　
　
　
ニ

集
。
大
破
之
黄
集
趨

｝
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
こ

膚
南
ρ

　
一
九
月
〔
黄
〕
集
上
表
求

　
　
　
　
　
　
　
二

廣
娼
節
度
使
。
　
（
中

　
　
　
　
一

饗
）
〔
黄
巣
〕
大
怒
攻

　
　
　
　
　
　
　
ロ

慶
州
階
之
殺
籔
度
使

　
一
レ
　
　
ニ

李
遙

　
一
十
一
月
〔
黄
梁
〕
葭
綾

　
　
　
　
　
　
二

州
編
筏
浴
湘
而
下
潭

一
　
レ
　
レ
　
　
　
ニ

　
け
　
ゆ

○

φ

艦
二
元
　
年

ず

夏
黄
集
之
鑛
っ
自
嶺
　
　
　
　
　
　
二
表
。
北
趨
江
推
。
一
　
　
二
　
　
一

需



　
　
乾
符
ム
ハ
年
五
月
〃
黄
…
巣
鴨
帰
属
贋
州
ゆ
執
二
嶺
衛
懸
果
凱
追
牌
即
度

　
　
使
李
五
二

ご
あ
る
が
、
こ
の
記
事
は
果
し
て
絶
樹
に
信
用
す
べ
き
も

の
で
あ
ら
う
歎
。
．
『
新
離
断
』
の
紀
年
は
、
ム
ハ
メ
ッ
ト
敷

徒
の
所
鰹
に
比
し
て
、
必
ず
一
層
信
頼
せ
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

ぬ
も
の
で
あ
ら
う
認
り
，
吾
が
輩
は
自
ら
端
ら
す
、
從
坐
學

タ
　
　
　
の
　
お
　
の
　
み
　
み
　
き
　
ゆ
　
お
　
み
　
　
　
す
　
ゆ
　
お
　
う
　
お
　
　
　
ゆ
　
ホ
　
ゆ
ね
の

界
よ
り
全
く
等
閑
に
さ
れ
だ
、
暴
く
は
全
く
麿
手
さ
れ
な

お
　
ま
　
を
　
　
　
に
ゆ
　
　
ゆ
　
の
　
の
　
み
　
　
　
ち
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
お
　
お
　
み
　
　
ゆ
　
ゆ
　
　
ゆ
　
の
　
　
か

か
つ
だ
此
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
幾
分
新
ら
し
い
研
究
を

ぼ
　
き
　
　
み
　
み
　
　
　
　
お
　
ま
　
　
お
　
の
　
　
　
　
ゆ
　
　
お
　
の
　
　
ゆ
　
ウ
　
　
ミ
　
き
　
　
け

試
み
把
い
。
之
が
本
論
交
起
稿
の
主
意
で
あ
る
。
杭
州
及

び
贋
州
の
墜
落
の
事
實
年
代
が
明
瞭
こ
な
れ
ば
、
ク
ラ
ブ

昌
運
ト
の
カ
ン
フ
ヅ
杭
州
説
に
漏
し
て
、
今
一
段
忌
ん
だ

批
判
を
細
那
へ
る
こ
ご
が
繊
來
、
叉
カ
ン
フ
ウ
贋
州
説
に
謝

し
て
、
一
品
の
功
を
添
へ
る
こ
ざ
が
出
家
る
か
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
麗

　
元
家
憲
末
の
吏
料
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
唐
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

宣
宗
以
後
實
鎌
が
出
凍
て
居
ら
ぬ
。
＠
宋
の
司
馬
光
の
『
資

治
黒
黒
』
に
、
宣
宗
の
蜜
録
や
僖
宗
の
實
銀
を
引
胴
し
て

あ
る
け
れ
ど
も
、
之
は
北
宋
の
宋
敏
求
の
補
暗
し
淀
も
の

で
．
勿
論
當
蒔
の
實
録
で
は
な
い
。
蜜
録
以
外
の
所
謂
朝

　
　
　
第
四
懸
　
　
研
究

報
端
野
等
當
蒔
の
記
録
も
、
多
く
唐
末
擾
織
の
際
に
徴
秩
ノ

し
謎
き
た
O
宋
の
隊
陽
脩
、
宋
三
等
も
、

　
　
怪
盗
細
工
）
垂
二
三
百
年
ゆ
業
唐
事
叢
。
（
申
暑
　
其
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
寸
話
再
興
。
圖
典
焚
逸
ρ
大
申
（
八
四
七
i
i
八
五

　
　
　
　
お
　
の
　
　
　
ゆ
　
み
　
　
　
　
　

　
　
九
）
以
後
。
史
録
不
レ
存
。
雛
二
重
著
之
人
悪
世
裏
援
幻

　
　
而
疏
舛
蔑
鯨
。
本
末
顛
倒
り
故
紫
主
、
賢
臣
、
叛
人
、

　
　
桜
子
◎
善
悪
潰
々
◎
有
レ
所
レ
未
レ
整
。
可
レ
爲
二
永
輝
者

　
　
夷
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
ま
　
み
　
き
　
を
　
　
　
お
　
お
　
の
　
お

ご
公
言
し
て
居
る
○
ω
費
際
支
那
歴
代
中
に
、
野
末
程
更

ゆ
　
み
　
お
　
　
ゆ
　
　
　
み
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
タ
　
ゆ
　
　
ぢ
　
み
　
お
　
う
　
み
　
　
み

實
の
不
筒
鳥
で
、
年
月
の
不
正
確
な
時
代
は
紗
な
い
○
そ

は
『
通
詞
考
異
h
を
淵
謝
し
て
も
、
容
易
に
了
解
し
得
ら
る

》
筈
ご
患
ふ
○
清
の
銭
大
瞬
は
、

　
　
蓋
宣
宗
以
後
り
實
鍛
散
ご
、
簿
聞
互
異
、
新
響
爾
吏
之
・

　
　
抵
梧
蕎
難
二
以
更
レ
僕
数
一
爽
。

　
　
　
　
　
　
　
せ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　

ご
評
し
て
居
る
が
．
、
＠
實
際
は
そ
れ
置
土
で
あ
る
、
唐
末

み
　
　
　
　
ゆ
　
お
　
　
み
　
　
ヤ
　
　
　
　
み
　
　
な
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
　
　
　
み
　
み
　
　
の
　
ゆ
　
の
　
み

の
史
實
を
研
究
す
る
に
當
っ
て
は
、
先
づ
第
一
に
こ
の
注

み
　
　
み
　
お
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

意
を
忘
れ
て
は
な
ら
鍛
。
現
に
問
題
の
杭
州
及
び
慶
州
の

陥
落
の
事
蜜
年
月
に
つ
い
て
も
悔
言
の
如
く
燐
傳
斑
々
を

極
め
て
居
る
。

カ
ン
フ
ウ
問
題
疎
に
そ
の
群
落
年
代
に
就
い
て

第
一
號

七
　
（
七
）



　
　
　
第
翅
餐
　
　
珊
號

　
滋
掲
の
異
厨
表
の
申
で
，
左
の
二
瓢
が
特
に
注
意
を
要

す
る
。

　
一
黄
集
の
賊
が
杭
州
を
攻
黙
し
た
こ
ご
は
、
『
新
麿
書
』
の

僖
宗
本
紀
に
記
載
す
る
の
み
で
、
他
の
記
録
に
は
心
意
ら

澱
〇二
廣
州
陥
落
の
年
月
は
鼠
々
で
一
致
し
て
居
ら
ぬ
G
乾
竹

五
・
附
説
為
あ
れ
ば
、
乾
麟
ふ
ハ
・
年
説
も
あ
る
。
一
塩
榛
に
よ
れ

ば
横
明
元
年
説
も
な
い
で
は
な
い
．
、
同
じ
く
挿
管
六
年
説

の
中
に
も
、
或
は
五
月
こ
し
、
或
は
九
月
こ
し
．
或
は
冬

月
・
こ
し
て
居
る
、

　
以
下
項
を
分
ち
、
こ
の
二
黙
に
就
い
て
愚
見
を
開
列
せ

よ
う
ビ
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
ゑ

　
江
南
の
一
大
都
落
遷
る
杭
州
の
隔
落
は
、
可
な
り
の
大

事
魯
な
る
に
拘
ら
す
◎
『
新
砂
書
』
の
僖
宗
本
紀
を
除
き
、

他
の
記
鋒
に
見
當
ら
鍛
ゼ
は
一
の
不
思
議
ご
申
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
○
加
之
『
蕗
唐
…
書
』
僖
宗
本
紀
の
乾
狩
六
年
十
月
の
條

カ
ン
フ
ウ
問
題
蘇
じ
そ
の
照
落
年
代
に
就
い
て

第
一
號

八
　
（
八
）

に
、

　
　
初
〔
高
〕
麟
在
窟
湖
茜
弔
遣
二
大
將
張
燐
梁
績
（
讃
？
）
等
ゆ

　
　
大
破
二
黄
集
於
漸
東
℃
賊
蓬
冠
三
漏
建
℃
鍮
二
戸
表
℃

ご
あ
る
○
こ
の
記
事
は
朋
に
問
題
の
『
新
唐
書
』
の
乾
符
五

年
八
月
乃
至
十
二
月
の
條
の
、
黄
集
が
杭
州
よ
り
越
州
、

編
州
方
面
を
躁
諭
し
盛
時
の
蒸
器
を
遍
ベ
セ
も
の
で
あ
る

が
、
『
醤
唐
書
』
に
擦
る
ご
，
こ
の
時
黄
集
の
躁
踊
し
π
の

は
漸
東
で
、
漸
面
の
杭
州
を
攻
臨
せ
し
も
の
こ
は
認
め
難

い
○
『
薔
唐
書
』
の
億
…
宗
本
紀
の
韓
符
五
年
三
月
の
記
事
、

及
び
『
新
唐
書
』
の
黄
巣
傳
，
高
直
傳
等
の
記
事
も
亦
同

書
に
、
黄
巣
の
杭
弼
を
攻
着
せ
し
こ
ご
を
否
定
す
る
様
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
お
　
の
　
ゆ
　
　
ミ
　
ゆ
　
ゆ
　
　
ぜ
　
み
　
み
　
う
　
ず

見
受
け
ら
れ
る
◎
殊
し
杭
州
膨
落
説
を
否
定
す
べ
き
有
力

み
　
の
　
み
　
み
　
お
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
ゆ
　
シ
　
　
　
ぷ
　
き
　
う
　
ぜ
　
ま
　
ゆ

な
る
反
讃
は
、
宋
の
葛
澄
の
銭
嬉
賦
で
め
る
。
葛
濫
は
こ

の
賦
1
！
南
宋
の
王
象
之
の
『
輿
地
紀
勝
』
憲
二
に
こ
の
賦

の
一
叢
を
引
い
て
、
帝
都
賦
ご
題
し
て
あ
る
が
、
南
宋
晦

代
に
銭
塘
即
ち
杭
州
が
帝
居
ご
沁
ひ
っ
た
故
ご
想
は
れ
る
一

中
に
、
聡
慧
江
漸
地
方
の
諸
城
市
多
く
兵
饗
の
厄
に
羅
り



し
に
、
濁
り
銭
轡
（
杭
州
）
の
み
安
穏
無
事
で
あ
っ
把
こ
ご

を
述
べ
て
。

　
　
　
　
ぶ
　
　

　
　
自
説
唐
乾
符
絶
後
幻
書
画
戎
車
困
者
接
レ
軌
○
徐
維
、
劉
浩

　
　
之
徒
・
孫
儒
、
董
昌
之
輩
。
信
号
乱
螢
於
潅
旬
之
邦
ゆ
或

　
　
劇
二
掠
於
二
寺
之
内
℃
蘇
常
近
境
へ
黒
駁
故
都
㎏
鞠
硬
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　

　
　
戦
蛎
℃
蕩
爲
島
ハ
擁
幻
至
嚇
、
銭
塘
陥
則
不
レ
然
レ
頼
こ
守
土
㎞

　
　
ぽ
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
き
　
ぷ
　
お
　
き
　
　
　
　
　
の
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
以
安
居
。
錐
二
黄
…
巣
之
衆
℃
不
レ
三
下
途
二
臨
安
幌
而
深
入
却

　
　
錐
二
田
顎
之
暴
ゆ
弗
レ
克
下
破
二
北
門
［
而
臨
画
蜘
歴
・
一
五
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ま
　
　
き
　
　
　
む
　
　
き
　
　
ゆ
　
　
　
　

　
　
文
士
の
迄
二
流
朝
之
初
漁
幾
百
年
問
。
安
堵
無
レ
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
み
　
　
る
　
　
き
　
　
ま
　
　
ま
　
　
の
　
　
ウ

鞄
艦
鐸
棚
牝
賓
嘱
肋
○
吻
鴨
鴨
聯
蟹
面
謝
横
喚
努
獣
鯛
脇
曲
説

せ
ざ
り
し
こ
ご
に
就
い
て
は
何
等
の
疑
惑
を
斬
れ
濾
。
蓬

に
由
っ
て
推
す
ご
、
『
新
麿
書
』
の
欝
宗
本
紀
乾
狩
五
年
の

記
事
は
、
殆
ざ
三
国
す
る
じ
足
ら
ぬ
。
少
く
、
こ
も
こ
の
記

事
盈
其
儘
に
信
用
す
る
の
は
危
岩
で
あ
る
。
乾
符
五
年
杭

州
陥
落
の
轟
然
が
怪
し
く
な
る
蓬
同
時
に
、
從
家
カ
ン
フ

ウ
杭
州
説
の
堅
城
鐡
壁
覗
さ
れ
て
居
つ
仁
、
窮
三
の
面
擦

が
極
め
て
毒
悪
…
こ
な
る
を
免
れ
ぬ
。
何
こ
な
れ
ば
岡
三
二

百
六
十
四
年
に
カ
ン
フ
ゥ
が
賊
衆
の
爲
に
陥
…
落
さ
れ
だ
こ

い
ふ
記
事
は
、
最
早
カ
ン
フ
ゥ
杭
州
説
に
劃
し
で
何
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ま
　
　
か
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
み
　
み

保
障
を
與
へ
組
の
み
で
な
く
、
若
し
杭
州
碧
落
の
事
實
存

ゆ
　
み
　
み
　
む
　
　
ミ
　
ぜ
　
お
　
を
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
を
　
　
　
お
　
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　

在
せ
ざ
る
野
合
に
は
、
カ
ン
フ
ウ
総
州
説
は
、
却
っ
て
こ

乱
離
葬
が
餅
学
縛
艶
聞
臥
龍
難
読
ゴ
死
幽
将
沸
が
押

ゆ
　
を
　
　
ケ
　
　
　

ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
．
凸
ハ

　
當
時
の
焼
傳
す
ら
一
致
を
敏
い
て
居
る
膳
侭
三
階
落
の
年

月
を
、
千
年
の
後
に
的
確
に
決
定
す
る
こ
ざ
は
、
殆
ざ
不

可
能
に
近
い
○
硬
し
諸
般
の
事
情
か
ら
推
測
す
る
ご
．
乾

飾
編
年
無
よ
り
乾
符
五
年
説
の
方
が
、
よ
り
合
理
の
様
に

想
は
れ
る
○
『
潅
麿
書
』
の
値
出
爪
本
紀
に
学
齢
る
ご
、
黄
巣
は

一
面
で
は
贋
州
を
攻
國
し
つ
》
、
一
面
で
は
朝
廷
に
姜
協

を
甲
込
ん
だ
。
こ
の
時
借
集
の
斎
燈
に
就
い
て
朝
議
が
纒

ら
訟
。
同
属
章
事
の
盧
搬
は
黄
葉
の
排
斥
を
圭
濡
し
、
そ

の
同
僚
の
鄭
殴
は
黄
…
巣
の
懐
柔
を
主
張
し
π
謁
～
郷
盧
爾
相

の
意
見
の
相
蓮
が
嵩
じ
て
．
遽
に
見
苦
し
い
璽
論
を
起
し

第
四
巻
　
研
究
　
カ
ン
フ
ウ
問
題
壕
に
そ
の
隅
落
年
代
に
就
い
て

第
一
號

九
　
（
九
）



　
　
　
第
四
巻
　
研
究
　
カ
ン
フ
ウ
問
題
稼
に
そ
の
勝
馬
年
代
に
就
い
て
　
　
　
　
　
．
第
一
號
　
　
一
〇
（
一
〇
）

之
が
爲
に
二
人
こ
も
僖
宗
の
謎
責
を
受
け
、
そ
の
職
を
免
　
思
ふ
。
司
馬
光
や
鶉
焼
も
矢
張
り
乾
符
五
年
説
を
探
っ
て

せ
ら
れ
嗜
　
　
　
　
　
　
　
　
居
る
・
㈹

　
こ
の
爾
相
の
罷
晃
は
乾
符
五
年
の
こ
ご
、
諦
め
ら
れ
る
　
　
鄭
鷹
気
相
罷
免
の
原
因
が
、
黄
集
の
庭
椴
に
關
す
パ
⇔
禦

か
ら
、
從
っ
て
黄
巣
の
無
熱
攻
園
も
亦
、
乾
符
五
年
の
こ
　
論
に
在
る
こ
ご
は
、
新
蕾
腕
墨
書
』
の
紀
傳
に
見
ぬ
て
，
斯

ご
、
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
尤
も
郷
．
盧
無
相
罷
免
の
年
代
傳
界
一
致
し
て
居
る
が
、
濁
豊
新
獅
害
』
の
南
蟹
鱒
し
は

に
も
、
唐
末
の
愚
意
事
の
例
こ
し
て
，
異
説
が
な
い
で
は
　
こ
の
二
人
の
爾
論
罷
相
の
事
實
を
、
南
詔
こ
の
交
拶
問
題

な
い
。
『
新
．
贋
書
』
の
僖
宗
本
紀
、
宰
相
表
、
五
行
志
（
窓
鑑
の
結
果
ご
記
し
て
南
る
。
『
資
治
官
需
』
に
も
『
僖
憲
實
録
馳

玉
）
、
崔
塗
擦
、
（
巷
百
六
十
）
『
懲
震
書
』
の
盧
播
傳
、
（
憲
　
等
を
墨
黒
こ
し
て
．
こ
の
二
人
の
罷
免
を
爾
蟹
に
勤
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
コ

買
七
十
八
）
『
桔
唱
導
蜜
語
録
』
　
『
資
治
逓
錐
』
等
は
皆
工
特
五
　
島
隠
に
關
す
る
も
の
こ
認
め
て
居
る
四
脚

年
で
あ
る
が
、
『
醤
震
書
』
の
憐
…
宗
本
紀
、
豆
慮
嶽
傳
（
憲
　
　
元
宵
螂
姐
ご
盧
総
の
二
人
は
、
親
族
の
海
馬
な
る
に
拘

買
七
十
七
㌧
悟
鄭
故
傳
（
憲
糞
七
十
八
㌔
、
『
新
癖
書
』
の
五
　
ら
す
，
甚
だ
不
和
で
、
政
治
上
の
意
見
も
常
に
…
致
を
欲

行
志
蕪
墨
髭
）
，
褥
鼻
元
蓮
讐
哨
喋
三
馨
顎
蹴
無
い
だ
9
南
詔
盲
嚢
で
も
、
黄
集
事
件
で
も
、
そ
の
他
の
事

六
年
こ
な
っ
て
居
る
　
さ
れ
ざ
宰
相
の
任
発
に
就
い
て
は
　
魯
で
も
，
事
毎
に
衝
突
し
て
居
る
○
從
っ
て
唐
末
紛
擾
の

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
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憲
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燭

こ
の
時
朝
議
は
大
悦
に
慌
て
、
盧
雛
砂
説
に
…
從
ひ
、
密
集

排
示
に
傾
き
居
り
、
そ
の
決
謎
の
次
第
を
廣
州
の
黄
巣
の

　
　
　
第
㎎
巻
　
　
研
究

許
に
報
告
せ
し
む
る
こ
ご
、
な
つ
泥
O

　
當
時
の
遷
都
の
長
安
ご
廣
州
の
距
離
は
約
五
千
五
百
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
、
㈱
普
通
に
ニ
ク
月
行
程
こ
な
っ
て
居
る
が
、
餌
迅
蓮

を
要
す
る
瘍
合
に
は
、
一
ク
月
以
内
に
短
縮
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績
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仁
仇
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熱
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○
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憤
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落
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